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企画趣 旨

　消去 （extinodon ） とは、レ ス ポンデ ン ト条件づけ

では無条件刺激が、オペ ラ ン ト条件づ けでは強化子が

提示 され ない こ とで、そ の反応が消失してい く現象を

さす。しか し、消 し去 られたはずの反応は、時間経過
や代替行動の 消失、文脈の変化な ど、さまざまな形態

で 再出現す る こ とが 知 られ て い る e こ れ ら諸現象に

つ い て の研究は、消去 の メカ ニ ズム に 関する基礎的な

関心 に とどま らず、様々 な問題行動や不 適応行動を

扱 う臨床場面にお い て も、重要な意義を持 っ て い る。
本シ ン ポ ジウム で は、行動分析、連合学習、認知科学
の視点か ら、消去後 の 反応 の 再 出現に つ い て の 基礎

研究と応用研究におけ る最前線の知見を紹介 し、消去

の メカ ニ ズムに つ い て考える機会とした い 。

話題提供 ：藤巻峻
　代替行動分化強化法 （DRA ）は、問題行動 を低減
させ るた め の 効果的な手法 と して 広 く用い られ て

い る。しか しなが ら、代替行動が何らか の原因で消失
した場合、再び問題行動が出現 して しま うこ とがある 。

驍雛 鑼鑼 扁憧騒翫響戮濃裂
berg　et 亂，1970，1975；Lievlng＆ lattal，2003）。 これに

対し、ヒ トを対象と した応用研究は 2000年代に入 る

までほ とん ど行われて こ なか っ たが 、 特に こ の 10 年

間で穂速 な進展 を見せ て い る （Ho丗   ＆ FalCOirvata，

2〔皿4；Volkert　et　a1 ，2009）。 近年で は さらに 、 基礎研究

と応用研 究を っ な ぐ枠組み として行動 モ メ ン タム

理論が提唱 され （Pritchard　et　al．，2014； Shahan ＆

Sweeney
，
2011）、反応復活研 究は新しい 局面を迎えつ

つ ある とい え る。本発表で はまず、基礎研究で明 らか

に され て きた反応復活の 制御要因や行動 モ メ ン タム

理論 との 関係に つ い て簡潔に述べ る 。 そ して臨床揚面

で 生 じる反応復活の 事例や近年の 応用研究の 動向に

つ い て紹介し、反応復活 を防ぐための方法に つ い て

考察する。
話題提供 ：小幡知史
　 「問題行動の 再出現」は、消去 されて い た問題行動

が な ん らか の 要因に よっ て再び出現す る こ とを意味

す る。発表者 は、こ の 現象の
一

つ で あ る反応復活

驫嬲譴壽灘糞瀰雛魏論盛雍
研究で ある。 反応復活は、  ある反応の 強化、  そ の

反応 の 消去な らびに別な反応の 強化、  両反応 の消去、
の 3 つ の フ ェ イズで調 べ られて い る 。 したが っ て 、

各フ ェ イズ の 行動過程に かか わる変数が反応復活の

制御変数の候補 となる。第 1 フェ イズで は、第 1反応

の反応率 （da　Silva
，
　MaxwdHJ ＆ Lattal， 2008）、第 2

フ ェ イ ズ で は、第 1 反応 の 消去 の 程度 （α eland ，

Guerin，　Foster， ＆ Temple， 2000）な どがある。また、
行動モ メ ン タム の 視点か ら反応復活 を説明 して い る

研究 もある （Sweeney＆ Shaharv　2011）。一
方、発表

者 らは 、強 化子 に か か わ る行 動 も考 慮 して い る

（Moriyarna，  ，　Obata，＆ Nakamura，　in　press，

灘篭糠 覆男野魏欝繍 黐繁滸七
問題行動の 再出現の 行動的意味につ い て検討 する。

話題提供 ：中島定彦

　条件づ け後に消去 した反応 は 、 背景文脈の 変化、
時間経過、再条件づ けな どに よっ て 再び 出現する。
本発表では 、文脈変化に よっ て生 じる反応再出現で

ある更新効果 （復元効果 renewal 　ef5  t）につ い て、
連合学習理論に よる説明 と、更新効果 を予防す る諸

手続きに つ い て述 べ る。 さらに、発表者の研 究室で

行われ たラ ッ トを用い た諸実験の 中か ら、恐怖条件
づ け消去後 の 更新効果 と自然回復効果の加算 （Tamai
＆ Nakajima，in　press，　M 顔 α那 Jonnial　of　Behavior
Analysis）、通常消去法 ・省略訓練法 ・反応非依存強化

法で除去 した レバ ー押 し反応の 更新効果 （Nak サ  a

et　alv　2000，　Learning　and 　Motivation， 31，416431 ；

覊 蠍簷晶曇骸飃 獺 纏灘欝轟
（Nakajima， 2014，　hearning　and 　Mbtivation．，46，　27L43）、

通常消去法 ・耐 性形成法で除去 した味覚嫌悪反応の

激織 臘 謝黥癬 。鵠 ，灘
意義に つ い て考察する。
話題提供 ： 沼田恵太郎

　 「パ ヴロ フ の 犬」に関する研究は動物に とどま らず 、

ヒ トを対象 として現在 も広 く行われて い る 。 そ の 中
で も 「消去 」 に関する実験事実は、曝露療法に関する

基礎的な知見を提供す ること、 多くの 学習理論の試金

石 となるこ とか ら、実験心理学や神経科学を は じめ 、

多岐 に亘 る分野で新たなデー
タが蓄積 され つ つ ある 。

本発表ではまず、時間経過に よっ て生 じる反応再出現

で ある自然回復 （自発的回復 ， spon 尨meous 　recovery ）

効果 と更新効果につ い て、報告された最近の 基礎研究

を紹介する。そして、再固定化な どの 「記憶」に よる

説明 （Monflis， 2009；Sehi】1er　et　aL ， 2010）と、 文脈処理

などの 「注意」による説明 （M ∬1er　et　al．，2014；　Rosas，　et
al．， 2006）を概観 し、伝統的な連合学習理論との異同

につ い て述べ る。最後に、恐怖症や 1’ISD などの治療

後の 症状再発 （retUrn 　of 　fear）を防 ぐための方法につ

い て考察 し、「学習屋 」や 「実験屋」 が今後 なすべ き

研究の 方向性につ い て議論する 。
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